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町
の
総
合
防
災
訓
練
は
８

月
28
日
、
小
田
民
俗
資

料
館
を
会
場
に
約
230
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練

は
、
強
い
地
震
が
発
生
し
小
田
地

区
の
住
民
が
旧
小
田
小
学
校
体
育

館
へ
避
難
、
さ
ら
に
避
難
所
近
く

で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
セ
ン
タ
ー
に
災
害
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
、
本
部
の
体
制
に

つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
町
が
導
入
し
た
通
信
機
器

「
ス
マ
ー
ト
テ
レ
キ
ャ
ス
タ
ー
」

を
使
い
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
現
場
の
映
像
を
本
部
に
送
信

す
る
通
信
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
火
災
が
発
生
し
た
際

の
煙
体
験
、
け
が
人
な
ど
を
避
難

さ
せ
る
誘
導
訓
練
、
消
火
器
の
使

い
方
を
学
ぶ
初
期
消
火
訓
練
、
婦

人
消
防
協
力
隊
が
負
傷
者
の
手
当

て
を
行
う
三
角
巾
法
や
心
肺
蘇
生

法
を
使
っ
た
応
急
救
護
訓
練
、
地

震
で
崩
れ
た
壁
な
ど
を
移
動
す
る

が
れ
き
撤
去
救
出
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
消
防
団
第
３

中
隊
が
中
心
と
な
り
、
各
分
団
の

連
携
を
確
認
し
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

一
斉
放
水
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
一
日
消
防
団
長

を
務
め
た
上
野
祥
平
さ
ん（

小
田

少
年
消
防
ク
ラ
ブ）
と
一
日
分
署

長
を
務
め
た
江
田
彩
夏
さ
ん
（
小

屋
瀬
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
）
が
「
こ

れ
か
ら
も
葛
巻
町
の
安
心
安
全
の

た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

９
月
４
日
に
は
、
台
風
な

ど
が
発
生
す
る
時
期
を

前
に
、
栗
山
地
区
河
川
敷
で
消
防

団
第
２
中
隊
に
よ
る
水
防
訓
練
も

行
わ
れ
、
約
70
人
が
参
加
。
葛
巻

分
署
員
が
指
導
に
当
た
り
、
団
員

ら
は
土
の
う
の
作
り
方
か
ら
、
堤

防
の
浸
食
を
防
ぐ
木
流
し
工
法
、

シ
ー
ト
張
り
工
法
な
ど
の
作
業
の

流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
第
16
分
団
の
森
治
彦

分
団
長
は
、「
全
国
的
に
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
増
え
て
い

る
の
で
、
今
日
の
訓
練
で
し
っ
か

り
確
認
し
有
事
に
備
え
た
い
」
と

気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
・
水
防
訓
練

災
害
に
備
え
る

My mum came to Kuzumaki town for the 
fi rst time, this month she said that the “なか
よし広場”　is really wonderful . In England 

　僕の母が今月初めて葛巻町に来て、彼女が言ったのは、
「なかよし広場」は本当に素晴らしいということです。イ
ギリイでは、「なかよし広場」のようなものがありません。
葛巻町の子供たちは、このようなすてきな遊び場を持って
いることが本当に素晴らしいです。

ElephantElephant  h
appyhappy

マラキ・ブルム
(英語指導助手・32歳)

⑥
people don’t have anything like “なかよし広
場 ” it is really great that kids in kuzumaki 
town have such a nice place to play.

俳句に親しもう
葛巻俳句会
　齊籐誠子さん

　ななかまどの実が赤みを増し、
木々の葉もいつの間にか紅葉に向
かいはじめ、風の音にも秋の深ま
りを感じる今日この頃です。くず
まき秋まつりは爽やかな日に挙行
されました。
  今回は「爽やか」と「冷やか」
についてです。どちらも秋の季語
です。

【爽
さわ

やか】（爽
そう

涼
りょう

、秋
しゅう

爽
そう

、爽
そう

気
き

、爽
さわ

やぐ、さやけし、さやか）
　語意は、さっぱりとして快い。
気分がさっぱりしている。秋気清
く澄明で快適な季節を示す語とし
て中国の詩文にもあり、秋季の季
語である。
爽やかに日のさしそむる山路かな

　　　　　　　　飯田蛇笏
追いかけてことづて頼む爽やかに

　　　　　　　　星野立子

【冷やか】（冷
ひ

ゆ、下
した

冷
び

え、秋
しゅう

冷
れい

、
朝
あさ

冷
び

え、夕
ゆう

冷
び

え）
　肌に感じる冷気であるから秋が
深まってきたことになる。涼から
冷への気温の微妙な移動が人の心
にもしみ通ってくるのである。
暁のひやゝかな雲流れけり

　正岡子規
冷やかに壺をおきたり何も挿さず

　　　　　　　　安住　敦
（参考：角川春樹編現代俳句歳時記
より）

　このように昔から言葉を使い分
け、楽しみ、味わっていたのだな
あと、俳句を作り始めて知りまし
た。日本語の奥深さと広さを学び
たいものです。皆さまもご一緒に
いかがですか？

山と海の交流 馬淵川142㎞の両端
　江刈小学校（湯原尚子校長、児童32人）は９月１
日、宮古市立赤前小学校の５年生15人と山と海のお
互いの暮らしを紹介し交流しました。
　江刈小学校の５、６年生は100年以上の歴史があ
る学校林の取り組みやゲームを通じて地球温暖化に
ついて考える活動を紹介。赤前小学校の５年生は、
浜遊びや綱引き体験の様子を寸劇で表現。クイズ形
式で海辺の生活をわかりやすく伝え、お互いの生活
環境についても理解を深めました。

　その後、給食を一緒にとりましたが、葛巻の牛乳
を初めて飲んだ赤前小の児童は「すごくおいしい」
とにっこり。昼休み時間には、江刈小で飼育してい
る羊の「モコ」とも一緒に遊びました。
  今回の交流は、赤前小が宿泊学習で利用している
山田町の施設が震災の影響で使えず、そのことを
知った江刈小が招待する形で実現しました。湯原校
長は「これを縁に、これからも森と海の交流学習を
続けていけたらいいなと思います」と話しました。

  

　五日市小学校（中田直雅校長、児童40人）と江刈
小学校（湯原尚子校長、児童32人）の５年生12人は
９月22日、馬淵川総延長142㎞の両端、源泉と河口
というつながりで八戸市の明治小学校（中村和喜子
校長、児童211人）を訪問し、交流学習をしました。
　交流会では、スライドなどを使って学校ごとに特
徴などを紹介し、葛巻の児童から、ペットボトルに
詰めた馬淵川の源流の水を明治小の児童へプレゼン
トしました。

　一緒にクイズやダンス、ゲームを楽しんだあと、
明治小学校の６年生の指導で流

や ぶ さ め

鏑馬を体験。木製の
木馬にまたがって、弓矢を放ちました。五日市小５
年の木下優輝さんと村田裕太さんは「明治小の皆さ
んが盛り上げてくれて、楽しい交流ができて良かっ
た」と目を輝かせました。
　中田校長は「馬淵川というひとつの縁を大切にし
て、市町村や県の枠を越えた交流を継続、発展させ
たい」と期待を込めました。

土のうの積み方をしっかり確認する消防団員 ケガの手当の訓練をする婦人消防協力隊員

学
校
を
紹
介
し
合
い
ま
し
た

日
頃
の
活
動
を
紹
介

初
め
て
の
経
験
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張

葛
巻
の
牛
乳
の
飲
み
方
も
教
え
ま
し
た

災
害
に
備
え
る

地域の特性生かした地域の特性生かした
小学生の交流盛ん小学生の交流盛ん

馬淵川源流馬淵川源流


